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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、心理支援を要するハイリスク学生（以下、HR学生）及び自殺の危険
性を有した学生の特徴を明らかにすることである。研究代表者らはK10をスクリーナーとした「こころの健康調
査」を作成した。2016年から毎年度、北里大学相模原キャンパス所属の全学部生にその調査を実施し、カウンセ
ラーがHR学生に呼出面接を行なった。2016年度の実践をベースに、2017年度には、こころの健康調査の実施とHR
学生への呼出面接を中心としたアウトリーチ活動を全学的な取組としてシステム化し、毎年度継続的に行う体制
を整えた。今後は、2017～2019年度の調査とアウトリーチ活動から得たデータを分析し、発表を目指す。

研究成果の概要（英文）：The present study aimed to elucidate the character of the university 
students who were positive in K10 and needed psychological support, and who were at high level of 
suicidal tendencies. We created a questionnaire for asking students about psychological state, in 
which including K10. With respect to each school year since 2016, we conducted the questionnaire to 
all undergraduates who belonged to Sagamihara Campus, Kitasato University. After the survey, we 
invited students, who received more than 15 points in K10 in the questionnaire, to an interview with
 a counselor. The counselors assessed the students’ psychological state and their health through 
the interview. Since 2017, we have established the system that all departments cooperate with this 
annual survey, and that help us to continue this reaching-out activity every year. Now we are going 
to analyze the data being acquired from the surveys and reaching-out activities in 2017-2019, and 
plan to report the results. 

研究分野： 学生相談、青年心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
精神健康のスクリーニング調査は多くの大学でその方法を模索しているが、学生相談室が組織的に実施している
施設は少ない。研究代表者らは、心理支援を要しながらも自ら相談機関を利用しない学生の早期発見・早期対応
を目指し、スクリーニング調査を大学全体の取組に発展させた実践例を提示している。この実践研究は、他大学
でも参考にしていただけるものと考える。今後は、本研究で得られたデータを基に、K10陽性判定の学生群、そ
の中から心理的支援に繋がった学生群、自殺のリスクを有した学生群それぞれの特徴を探究し、心理支援を要す
る学生の早期発見に有益な情報の発信を目指す。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本学生相談学会が 2014 年に発行した『学生の自殺防止のためのガイドライン』によると、

大学生の近年の自殺率は高い位置で推移しており、自殺予防は高等教育機関における喫緊の課
題である 1)。自殺防止のためには、心理支援を必要とする学生の早期発見・対応が重要であり、
その実践の一つとして、精神健康のスクリーニング調査とその結果を基に専門家との面接を行
う取り組みが挙げられる。スクリーニング調査は、参加者に対してより積極的に問題の認識を促
すことから、予防的な効果が期待される方法である一方 2)、実施している大学は全体の 29%と割
合が低く 3)、その目的や方法も大学によって異なっている。また、その多くが臨床実践を行うに
留まり、心理支援を要する学生や自殺の危機状況にある学生の特徴の解明には至っていない。大
学ではよりシステマティックな自殺防止対策の構築が求められており、そのためには、心理支援
を要する学生の特徴とその継時的変化を解き明かすこと、ならびに、自殺の危機状況にある学生
の特徴と危機状況に陥る影響要因について明らかにすることが急務となっている。 
研究代表者らは、2011〜2015 年度にかけて、北里大学新入生を対象に精神健康に関する調査

を実施し、2012〜2015 年度は学生相談室からの連絡に同意した学生に対して呼出面接を行った。
呼出面接で学生相談室の利用に繋がった学生は、自殺やうつのリスク高群の方がリスク低群よ
りも割合的に高かった（p<.01）4)。また、「呼び出されたから学生相談室にくることができた」
と述べた学生も複数存在し、心理支援ニーズを有する学生の早期発見・対応に一定の効果がある
ことが示唆された 4)。一方、リスク高群のうち、90%以上の学生が学生相談室からの連絡に同意
しないことが明らかとなり、心理支援を要しながらも援助要請しない学生への対応に課題があ
ることが判明した。研究代表者らは、この取り組みを改良すると共に、対象を全学部生に拡大し、
大学生の自殺予防対策としてシステム化することを目指した。また、心理支援を要する学生の早
期発見・早期介入という臨床実践を行う一方で、心理支援を要する学生の特徴、ひいては、自殺
の危機状態にある学生の特徴を明らかにすることを目指し、本研究の着想に至った。 
 
２．研究の目的 
 本研究において、研究期間内に明らかにしたいと考えていたことは、以下の３点である。 
（１）K10得点及び呼出面接で心理支援が必要と判断された学生の特徴について明らかにする。 
 年度ごとのこころの健康調査と呼出面接時の調査結果から、心理支援を要する学生の特徴を
明らかにする。 
（２）心理支援を要する学生の継時的変化について明らかにする。 
 2016〜2019 年度の 4 ないしは 3 時点で測定した K10 の得点の変化と生活習慣及び心配事と
の関連について、潜在成長モデルを用いて検討する。 
（３）自殺の危機状況にある学生の特徴および影響要因を明らかにする。 
 心理支援を要し、かつ、自殺の危機状況にある学生複数名の動向を経年的に追跡調査し、質的
分析により、自死の危機状況に陥るリスク要因や影響要因について明らかにする。 
 
３．研究の方法 
研究の準備段階 
研究代表者らは、K10 をスクリーナーとして独自に『こころの健康に関する調査』（以下、こ

ころの健康調査）質問紙を作成した。2016 年 4 月に北里大学相模原キャンパス所属の全学部生
を対象にこころの健康調査を実施し、同年 4〜6 月にかけて、K10 陽性判定の学生（以下、HR
者；ハイリスク者）を中心に、心理支援を要する可能性が高いと思われる学生の呼出面接を行っ
た 5)。その結果に基づき、2017 年度には、こころの健康調査の実施と HR 者への呼出面接を中
心としたアウトリーチ活動を全学的な取り組みとしてシステム化し、毎年度継続的に実施する
体制を整えた。 

 
研究１ こころの健康調査 
 2017〜2019 年度にかけて、毎年度 4 月に、各学部事務職員の協力を得て、北里大学相模原キ
ャンパス所属の全学部生（薬学部、獣医学部、医学部、海洋生命科学部、看護学部、理学部、医
療衛生学部の計 7 学部で、薬学部と獣医学部は１年生のみ）に対して、こころの健康調査を実施
した。 
（１）2017 年度 
対象：2017 年 4 月に北里大学相模原キャンパスに在籍していた全学部生 5,235 名 
方法：各学部の新入生オリエンテーション及び 2〜6 年生の新学年ガイダンスにて、各学部事務
職員の協力を得て、こころの健康調査を実施した。 
調査内容：①属性（学部学科専攻、学年、性別、年齢、入学、入試、住居）、②生活習慣（運動、
食生活、食欲、睡眠、飲酒について）、③基本的信頼（コンピテンス、自律性、関係性の３項目
7 件法）、④自尊感情（Rosenberg 自尊感情尺度、10 項目 4 件法、得点範囲:10〜40 点 ）、⑤K106)

（Kessler10: 精神健康度のスクリーニング検査、10 項目 5 件法、得点範囲: 0〜40 点、カット
オフ値 14/15 点）、⑥学生生活上の困り事(勉強、性格や適性、友人恋人関係、体調、家族、大学
の考え方、性、日常的ストレス、教職員関係、専攻違和、精神的しんどさ、将来進路、経済につ
いて、13 項目 4 件法）、⑦学生相談室利用希望(1 項目 4 件法）⑧回答内容の研究利用に対する
同意の有無 



（２）2018 年度 
対象：2018 年 4 月に北里大学相模原キャンパスに在籍していた全学部生 5,245 名 
方法：（１）2017 年度に同じ。 
調査内容：（１）2017 年度に同じ。 
（３）2019 年度 
対象：2019 年 4 月に北里大学相模原キャンパスに在籍していた全学部生 5,268 名 
方法：（１）2017 年度に同じ。 
調査内容：（１）2017 年度に同じ。 
 
研究２ 心理支援対象学生の呼出面接 
 調査１において、K10 合計得点が 15 点以上の HR 者を心理支援対象学生とした。 
（１）2017 年度 
対象：HR 者で回答内容の研究利用に同意した学生 507 名 
方法：こころの健康調査用紙に学生が記入した氏名と携帯電話番号を基に、K10 合計得点の高
得点者から順に、学生相談カウンセラー（以下、Co）から電話で連絡した。応答した学生に調査
結果の確認という目的で来室を促し、応じた学生に対して、学生相談室で呼出面接を実施した。
心理支援対象学生は、来室時に以下の内容を含む質問用紙に回答した上で、こころの健康調査で
の回答と比較しながら、結果のフィードバックを行い、学生の当時と来室時の状況について確認
した。Co は、学生の自殺や自傷他害の危機状況の程度や心理支援ニーズ等についてアセスメン
トし、必要に応じて継続相談や医療機関受診などの支援に繋げた。 
調査内容：①背景情報（家族構成、医療受診歴など）、②生活習慣（研究１に同じ）、③心の健康
自己評価票 7)（8 項目 2 件法）、④K10(研究１に同じ）、⑤学生生活上の困り事(研究１に同じ）
⑥呼出面接での Co 判断（自殺・自傷他害リスク、5 件法；学生の継続相談ニーズ、5 件法；心
理支援必要性の Co 判断、5 件法；校医医療紹介有無） 
（２）2018 年度 
対象：HR 者で回答内容の研究利用に同意した学生 471 名 
方法：（１）2017 年度に同じ。 
調査内容：（１）2017 年度に同じ。 
（３）2019 年度 
対象：HR 者で回答内容の研究利用に同意した学生 398 名 
方法：（１）2017 年度に同じ。 
調査内容：（１）2017 年度に同じ。 
 
研究３ 心理支援を要し、かつ、自殺の危機状況を経験した学生の追跡調査 
 研究期間中に、心理支援を要し、かつ、自殺リスクが相対的に高いと Co が判断した学生につ
いて、経年的に追跡調査し、事例研究を通して、自殺の危機状況に陥るリスク要因や影響要因に
ついて明らかにする。 
対象：以下の 4 つの条件を全て満たす者： 

①研究期間中に学生相談室を利用したことがある 
②担当 Co が当該学生の自殺リスクについて相対的に高いと判断していた時期がある 
③2020 年 3 月 31 日以前に、卒業に伴い学生相談室での支援を終了している 
④事例の発表に同意している 

方法：事例研究 
調査内容：事例の背景情報と経過中の面接記録。 
 
４．研究の成果 
 全体の研究の進捗状況としては遅れている。調査と HR 者に対する呼出面接は予定通り実施
し、必要なデータは揃っており、目下、収集したデータを整理し、分析作業を進めている状況で
ある。以下では、これまでの研究成果について報告し、今後の見通しを説明する。 
 
研究１ こころの健康調査 
（１）論文 「こころの健康調査」を用いた心理支援ニーズを有する学生の掘り起こしと電話・
面接によるアウトリーチ型支援の試み. Campus Health, 2018; 55(2): 70-76.  
 本稿では、2016 年度に北里大学相模原キャンパスで全学部生を対象に実施したこころの健康
調査と、HR 者に対するアウトリーチ活動の実践について、「事前準備」「こころの健康調査」「ア
ウトリーチ活動」の 3 つの時期に分けて報告した。北里大学におけるスクリーニング調査の実
際と 2016 年度の結果について報告し、大学が全学的にスクリーニング調査を行う意義、注意事
項、今後の課題について考察した。 
（２）論文 「こころの健康調査」からわかる心理支援を要する可能性が高い学生の心配事の特
徴．Campus Health, 2019; 56(2): 178-184. 
 本稿では、2016 年度に北里大学相模原キャンパスで全学部生を対象に実施したこころの健康
調査で、HR 者の心配事の特徴と、陽性判定に関連する要因について検討した。心配事全 9 項目
（勉強、将来進路、性格適性、友人異性関係、専攻違和、教職員関係、家族、健康、経済問題）



において、HR 者が非 HR 者に比べて有意に得点が高かった（p<.01）。HR 者に関連する因子と
して、全体では『性格や適性』『医療系/非医療系』『専攻違和感』『友人異性関係』『将来の進路や
仕事』が抽出された（p<.05）。各心配事がハイリスクにつながる背景と各心配事を抱える HR 者
への対応策について検討した。 
（３）2017〜2019 年度に実施したこころの健康調査について 
 当初の計画では、2016 年度の調査結果も横断・縦断的な比較研究に用いる予定であったが、
2016 年度調査の結果を踏まえて、2017 年度以降のこころの健康調査の内容の一部を修正した
ため、横断・縦断研究には 2017〜2019 年度の３年分のデータを使用することとした。 
各年度におけるこころの健康調査の回収数（学部在学生数に対する回収率）、回答の研究利用

に同意した実際の分析対象数、その内の HR 者数（陽性率）を表１に示す。なお、本研究の本格
的な分析はこれからであり、現時点で示す数値は暫定的なものである。これから欠損データの処
理等行いデータを精緻化するため、この報告書以降に発表する数値には若干の変動が見込まれ
る。 

表１ 調査回収数、研究利用同意数、陽性判定学生数 
年度 調査回収数（回収率） 分析対象者数 HR 者数（陽性率） 
2017 4,428 人（84.6%） 3,954 人 507 人（12.8%） 
2018 4,566 人（87.1%） 4,078 人 471 人（11.5%） 
2019 4,590 人（87.1%） 4,066 人 398 人（ 9.8%） 

 
 上記研究１の調査内容に示した①〜⑧のデータは全て揃い、データクレンジング作業を終え
ている。これから分散分析もしくはクロス集計を実行し、学部別、学年別、性別別に比較検討す
る。また、縦断研究として、2017〜2019 年度の３時点で測定した同一学生複数人の K10 得点の
変化と生活習慣、基本的信頼、自尊感情、心配事との関連について、潜在成長モデルを用いて検
討する予定である。 
 
研究２ 心理支援対象学生（HR 者）の呼出面接 
 各年度における HR 者（研究利用に同意した者のみ）の呼出面接の結果を表２に示す。「継続」
は呼出面接後に学生相談室でのカウンセリングに繋がった数、「オンデマンド」は呼出面接のみ
で終了した数であり、この 2 つの合計数が呼出面接の実施数である。「電話で確認のみ」は、来
室を希望しなかった学生に対して、電話で状態を確認した数である。 
 

表２ 呼出面接の結果 
年度 継続 オンデマ

ンド 
電話で 
確認のみ 

来室なし 
連絡なし 

電話への
応答なし 

学生相談
室利用中 

連絡先 
不明 

2017 58 名 150 名 104 名 32 名 106 名 32 名 25 名 
2018 52 名 163 名 64 名 76 名 64 名 37 名 15 名 
2019 72 名 121 名 75 名 35 名 65 名 25 名 5 名 

 
 呼出面接を行なった Co は、面接終了後に「自殺・自傷他害リスク」「学生の継続相談ニーズ」
「心理支援必要性の Co 判断」について 5 段階評定を行い、精神科校医や医療機関を紹介した場
合はその結果を記録しており、分析に必要なデータは揃っている。今後は、実際にカウンセリン
グに繋がった「継続」の学生の特徴について、分析作業を進めて行く。 
 
研究３ 心理支援を要し、かつ、自殺の危機状況を経験した学生の追跡調査 
 研究代表者が担当し、前述した 4 つの条件に当てはまる事例は、現時点で 3 名である。内 2 名
は、こころの健康調査に基づく呼出面接から継続的なカウンセリングに繋がり、その後、ある程
度の危機を経験しながらも、支援を通して希死念慮が消失し、終結に至った事例である。今後は、
各事例について、こころの健康調査から得られたデータと面接経過から得られたデータの両面
から分析を行う予定である。 
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